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ＮＰＯ活動促進費
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担当名:担当名:担い手支援担当

12　　　日本一の共助県づくり

050301　支え合いで輝く豊かな地域社会の形成
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決定額 △556△556
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共助モデル推進事業費

１　事業の概要

　少子高齢化、核家族化、価値観の多様化などにより、

共助の基盤が脆弱化していることに加え、行政だけでは

対応できない複雑・困難なニーズも増加している。

　住民が安心して暮らせる社会の実現には、住民同士が

支え合う仕組みづくりが不可欠である。

　そこで、NPOがつなぎ役となり、共助の取組をモデル

事業として募集し、県内数地域で実践することで共助に

よる地域社会づくりを促進するものである。

（１）共助モデル推進事業費   　　　　△556千円

    ア　共助モデル推進事業　　 　　　△135千円

    イ　地域課題解決型協働事業　     △421千円

２　事業主体及び負担区分

(県1/2) 事業者1/2

３　地方財政措置の状況

　なし

４　事業費に係る人件費、組織の新設、改廃及び増員

　9,500千円×0.9人＝8,550千円

５　事業説明
（１）目的
　　　少子高齢化、核家族化、価値観の多様化などにより、共助の基盤が脆弱化していることに加え、行政だけでは対応
　　できない複雑・困難なニーズも増加している。
　　　住民が安心して暮らせる社会の実現には、住民同士が支え合う仕組みづくりが不可欠である。
　　　そこで、NPOがつなぎ役となる共助の取組をモデル事業として募集し、県内数地域で実践することで共助による地
　　域社会づくりを促進しようとするものである。

（２）内容
　　　ア　共助モデル推進事業　　（既採択事業のみ対象）　1,365千円（当初1,500千円）
　　　イ　地域課題解決型協働事業（既採択事業のみ対象）　1,579千円（当初2,000千円）
　　　ウ　審査等事務費　　　　　　　　　　　　　　　　　　 95千円

（３）計画
　　　補助額及び補助率：1事業あたり50万円以内　（補助率 1/2）
　　　選考方法：審査評価委員会による審査

　　　イ　地域課題解決型協働事業　△421千円

　　　事業評価：自己評価及び審査評価委員会による評価

（４）効果
　　　共助の仕組みが構築されることにより、共助の意識が醸成されるとともに、地域の課題が解決される。
      地域が元気になり、高齢者や子供、住民等が安心して暮らせる社会が構築されるとともに、様々な分野への共助
　　　の取組みが広がる。

（５）補正予算の概要
　　　ＮＰＯへの助成が当初の見込みを下回るための減額補正
　　　ア　共助モデル推進事業　△135千円

(単位：千円)

分野施策


